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１．概要（Summary）
哺乳類の大脳皮質の神経細胞は後シナプス細胞への

作用が異なる 2 種の細胞、すなわち興奮性神経細胞と抑

制性神経細胞からなる。この細胞種判別のために、私た

ちは、分散培養系において抑制性細胞の軸索形成が興

奮性細胞のそれに比べて遅いという報告に着目した。さら

に、複数の神経突起の中の 1本だけが長く伸長できるよう

にした非対称マイクロパターン上で単一神経細胞を培養

すると、その長く伸長した１本の突起が軸索に分化するこ

とを見出した。今回、パターンなしで培養した細胞と非対

称パターン上で培養した細胞との軸索伸長過程を比較す

ることにより、非対称マイクロパターンを用いる有効性を検

証したので、その結果を報告する。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

環境維持・制御装置（東横化学製）

【実験方法】

基板上に胎生 18 日目のラット大脳皮質細胞を播種し、

培養 2～7 日目までの軸索長を計測した。さらに、7 日目

に免疫蛍光染色を施して細胞種を判定し、軸索伸長速度

と細胞種との関係を調べた。

３．結果と考察（Results and Discussion）
非対称マイクロパターン上で細胞を培養すると（図1）、

抑制性神経細胞の軸索形成が興奮性神経細胞のそれに

比べて遅くなり(図2a)、興奮性-抑制性細胞を判別できる。

サンプル細胞数を90に増やして統計的解析を行ったとこ

ろ、培養6日目の軸索長しきい値を110 μmとすることによ

り98%の確率で興奮性-抑制性判別が可能であることが分

かった。

一方、パターンなしのガラス表面でも抑制性細胞の軸

索形成が興奮性細胞のそれよりも遅くなる傾向をもつこと

を確認した(図2b)。パターン上では、軸索伸長方向と本数

が規定されるため、軸索形成のタイミングが揃えられ、これ

により興奮性-抑制性の軸索伸長速度に明確な差が生じ

たと考えられる。

Fig.1 Cultivated neuron on a micropattern. Scale 
bar:20 μm.

Fig.2 Distribution of axon length for some 
incubation period. (a)Neurons on asymmetric 
patterns and (b) those on glass surfaces without 
patterns.  Red: excitatory neurons and Blue: 
inhibitory neurons.
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